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長寿ワールド
生き活き

問長寿支援課 長寿生活班 ☎30－0234

高齢者や介護保険に関する情報をお知らせします
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今月の介護相談
日にち 時間 場所

9 日土
13 時～15 時

けまない福祉コミュニ
ティエリア内 どまっこ

23 日土 福祉保健センター
問鹿角市地域包括支援センター ☎ 30-0103

今月の介護保険制度説明会
日にち 時間 場所
21 日木 10 時～11時 福祉保健センター

問長寿支援課 長寿生活班 ☎ 30-0234

日にち 時間 場所 内容 講師

8日金
10 時～12 時 大湯温泉保養センター

湯都里 ☎ 37-3188
干支飾りづ
くり 湯都里スタッフ

13 時 30 分
～ 15 時

尾去沢デイサービスセ
ンター ☎ 23-2770

絵手紙 井上 郁子 氏
11日月 13 時 30 分

～ 15 時
高齢者センター（福祉
プラザ）☎ 23-8480

今月のいきいき学級
　高齢者の健康づくり・いきがいづくりなど介護予防活動の一環として
開催しています。ぜひご参加ください。申し込みは各会場にお願いします。

　ラジオ体操や健康体操をした後で、お茶を飲みながらの
会話を楽しんだりしています。紙細工の小物入れなどの作
品作りにも取り組んでおり、今年の市民センター文化祭に
出展しました。
▪場所：尾去沢蟹沢自治会館
▪日時：毎週水・土曜日
　　　　10 時～ 12 時
▪利用料：100 円

○スタッフからのコメント
　補助制度を利用して、イスとテーブルを準備した
ところ、腰やひざが楽になったと参加者から大好評。
これからもみんなで仲良くサロンを続けていきたい
と思っています。

○利用者からのコメント
　毎週サロン開催を楽しみにしています。おしゃべ
りしたい人、紙細工を作りたい人など、それぞれ楽
しめていて大変いいと思います。

気軽に立ち寄るみんなの集いの場：地域生き活きサロン紹介

かにさわ健康サロンひまわり

ホームページで地元企業の PR 動画を公開しています
http://www.city.kazuno.akita.jp/iine/companyvideo.html

魅力あふれる地元企業を紹介

鹿角の企業 いいね！
会社概要

代表から

問 産業活力課 商工振興班 
 　☎ 30-0250

社員から ①わたしの性格  ②わたしの仕事の必需品
③わたしの娯楽（趣味など）

　株式会社 米村組第 7 回

「私達は、信用第一、堅実経
営を信条に、地域から認めら
れ、地域から求められる企業
として発展出来る企業を目指します。」を
経営理念として、地域と共に発展し、地域
から求められる会社になれるよう日々精進
しております。これからの時代の変化に対
応していけるように、社員を資格習得や研
修会に参加させ、会社全体の技術発展を目
指していきたいと考えております。

代表取締役 米村 茂さん

◉ 株式会社 米村組
所在地　尾去沢字山根 20 番地 3
創　立　昭和 18 年 5 月
代表者　代表取締役　米村 茂
連絡先　☎ 23-2330
ホームページ http://www.ink.or.jp/~yonemuragumi/office.html

①人見知りで初対面の人と話すのが苦手
ですが、自分から話しかけるようにし
ています。
②ヘルメットです。現場で作業するため
の大切な必需品です。
③ドライブと音楽鑑賞です。暇さえあれ
ばドライブをしながら、好きなアーティ
ストの音楽を聴いています。相馬 健

け ん と

人さん

①マイペースな性格だと思います。
②コンタクトレンズです。運転する機会
が多いため欠かせません。
③ジョギングです。県内のマラソン大会
に出場しています。休日は家族とドラ
イブを兼ねてショッピングによく出か
けます。 中村 和

かずひこ

彦さん

当社施工の米代川護岸工事は県優良工事表彰を受賞。

国道・県道・市道の除排雪作業。

年に数回、道路清掃などの地域活動を実施。

　昭和 18 年創業の総合建設業です。創業当初は尾去沢鉱
山の仕事を受注し、会社の礎を築いてまいりました。閉山
後 40 年経過した現在も鉱山坑内での仕事をしているほか、
三菱マテリアルの発電所をはじめとした関連事業に携わっ
ています。
　また、公共事業を中心に、土木・建築・電気・水道・舗
装と幅広く仕事させていただいており、道路の除排雪や国
道県道、河川の維持管理業務も受注するなど多岐にわたっ
ています。
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